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「第14回茨城いちごグランプリ」で管内生産者2名が金賞を受賞しました

田村氏は、県オリジナル品種「いばらキッス」を
約20a栽培しており、食味を重視した丁寧な栽培管
理を行っています。また、農事組合法人母の里山つ
くばは高設栽培で「紅ほっぺ」など4品種を栽培し、
着果数を制限した大玉生産に取り組んでいます。各
生産者について「茨城をたべよう」HPに掲載され
ていますので、二次元コードからご確認ください。

坂東管内受賞者
左：（農）母の里山つくば

右：田村 博樹氏

授賞式の様子

１月29日（木）に、県庁11階アトリウムにて「第14回茨
城いちごグランプリ」表彰式が開催されました。表彰式では、
坂東市の田村博樹氏が「いばらキッスの部」で、古河市の農事
組合法人母の里山つくばが「紅ほっぺ」を出品し「一般の部」
で金賞を受賞しました。
本グランプリは、茨城県いちご経営研究会と公益社団法人茨

城県農林振興公社の共催により開催されています。茨城県内各
地で行われた予備審査を経て、「いばらキッスの部」に11点、
「一般の部」に5点が本審査に進みました。評価は立毛審査
（ほ場での栽培状況等の審査）と品質審査（収穫物の品質や食
味の審査）で行われ、大賞２点、金賞４点、銀賞5点が決定し
ます。

茨城をたべよう
HP

二次元コード

普及センターでは、今後も栽培支援を継続していきます。

令和8年2月５日（木）に茨城県庁の講堂で開催された「令和
7年度茨城県農業青年プロジェクト発表会」にて、さかい４Hク
ラブが最優秀賞をはじめとした複数の賞を受賞しました。発表
会では、さかい４Hクラブを代表して稲垣孝行氏が「高温期に
おけるサニーレタスの安定生産技術の検討」と題し、高温対策
資材の活用による収量と品質への影響について発表を行いまし
た。審査員からは、「普段から高温期の栽培で気をつけている
ことは何か」や「マルチの試験のため地下部の評価をしてみて
は」など様々な意見をいただきました。
さかい４Hクラブは、長野県で開催される「令和8年度関東ブ

ロック農村青少年クラブプロジェクト実績発表会」に出場しま
す。発表者の稲垣氏は「茨城県の代表として恥じないよう頑張
りたい」と語りました。
普及センターでは、今後も若手農業者の活動支援や、経営改

善に向けた情報提供等を行い、将来の地域を担う農業者の育成
を支援していきます。

さかい４Hクラブの発表の様子

中央：稲垣 孝行氏
両脇：普及センター職員



３月は、12日（木）、25日（水）
の2回を予定しています。

・個人の農家の方が対象です。
・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には
次回の診断となります。

・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早

めにお持ちください。電話等での予約は行っておりません。
・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。
・土は乾燥させてから、持ち込みをお願いします。

３月の土壌診断実施日のお知らせ 編集後記

坂東地域の４Hクラブの主な活動を紹介します

適切な管理により、強い水稲苗を育苗しましょう

皆様、いかがお過ごしでしょうか。

おもて面の記事に掲載されている、

「県プロジェクト実績発表会」に出席

しました。どの発表も創意工夫や熱意

が感じられ、非常に勉強になりました。

さかい４Hクラブの皆さま、関東ブ

ロック大会への出場おめでとうござい

ます！（金子）

坂東市４Hクラブ さかい４Hクラブ いばら４Hクラブ（古河市）

先進農家研修や「さんさん
まつり」での農産物の直売
を通じて地域に貢献してい
ます。今年度は、サツマイ
モの詰め放題や焼き芋の販
売を行いました。

「歩行者天国祭り」の実行委
員を担当するなど、精力的に
活動しています。今年度は、
お祭りにてブランド豚である
「いち美豚」のフランクフル
トの販売を行いました。

「将門まつり」や「市民文
化祭」での野菜販売を通し
て地域に貢献しています。
今年度は、キャベツ、ハク
サイ等約20種類の野菜を販
売しました。

新規クラブ員は随時募集しています！普及センターまでお問い合わせください！

下記の水稲育苗管理のなかで、重要なポイントを参考に適切な管理を行いましょう。
①種子浸漬
水温は10～15℃とします(10℃未満は積算しない)。積算気温は、コシヒカリ120℃、

にじのきらめき120～135℃、その他主食用100℃です。
②芽だし(催芽)

にじのきらめきは30℃で24～32時間、その他品種は28～30℃で15～20時間
加温し、ハト胸状態にします(写真)。昨年の高温により、休眠が深いため、芽の出具合
をよく確認してから播種作業を行います。
③出芽
ハウス内の温度は25～30℃で管理します。

④緑化期(出芽期～本葉第１葉)～硬化期
緑化期は、強い光を当てないように、寒冷紗や遮光フィルムを使用し、温度は昼間20～

25℃、夜間15～20℃で２～３日管理します。本葉１葉期からの硬化期は、昼間20～
25℃、夜間10～15℃で10～14日間を目安として管理し、35℃以上にならないように、
気温に注意するとともに、かん水は夕方にやや乾く程度とします。
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４Hクラブは40歳以下の若手農業者によって組織された農業青年クラブです。4Hはそれぞれ頭
脳(Head)、技術(Hand)、心(Heart)、健康(Health)を表し、これらを磨くことで地域農業の発展
に貢献することを目的としています。
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